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２
月
定
例
県
議
会
が
２
月
14
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
開
か
れ
、
斉
藤
信

県
議
が
一
般
質
問
に
立
つ
と
と
も
に
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
高
田
一
郎
県

議
が
総
括
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
一
般
会
計
予
算
と
80
億
円

の
物
価
高
騰
対
策
の
補
正
予
算
、
大
船
渡
市
大
規
模
林
野
火
災
対
応
の
15
億

円
余
の
補
正
予
算
を
可
決
。「
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
上
限
額
引
上
げ

の
撤
回
を
求
め
る
」
請
願
と
意
見
書
も
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
12
月
議
会
で
の
補
正
予
算
に

よ
る
59
億
円
余
の
物
価
高
騰
対
策
に

続
き
、
今
回
の
補
正
予
算
に
よ
る
物
価

高
騰
対
策
で
は
、
①
障
害
福
祉
・
介
護

職
員
の
賃
上
げ
支
援
と
し
て
15
億
円

余
、
②
県
立
病
院
へ
の
物
価
高
騰
に
伴

う
か
か
り
増
し
経
費
の
補
て
ん
と
し

て
10
億
６
千
万
円
余
な
ど
、
39
億
円

余
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。 

中
小
企
業
の
賃
上
げ
支
援
金
第
二

弾 

 

２
月
26
日
に
発
生
し
た
大
船
渡
市
大

規
模
林
野
火
災
は
３
３
７
０
㏊
を
焼
失

す
る
平
成
以
降
で
は
最
大
規
模
の
火
災

と
な
り
ま
し
た
。
４
月
17
日
現
在
、
死

者
１
名
、
建
物
被
害
２
２
２
棟
、
漁
協
の

倉
庫
や
定
置
網
が
焼
失
す
る
な
ど
大
き

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
３
月
９
日
に

鎮
圧
宣
言
が
出
さ
れ
、
10
日
に
全
地
域

で
避
難
指
示
が
解
除
。
４
月
７
日
に
鎮
火

と
な
り
ま
し
た
。 

 

党
県
議
団
は
３
月
２
日
に
お
見
舞
い

と
調
査
に
駆
け
つ
け
、
８
日
に
は
全
国
か 

ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
渕
上
清
大
船

渡
市
長
に
届
け
要
望
を
聞
き
ま
し
た
。 

３
月
10
日
に
、
東
日
本
大
震
災
並
の

支
援
を
行
う
こ
と
を
基
本
に
し
た
「
大
船

渡
市
大
規
模
林
野
火
災
に
関
す
る
申
し

入
れ
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

16
日
に
は
、
小
池
晃
書
記
局
長
が
渕

上
市
長
、
大
船
渡
市
漁
協
、
綾
里
漁
協
に

義
援
金
を
届
け
、
被
災
状
況
と
国
へ
の
要

望
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。 

木
造
長
屋
で
建
設
す
る
応
急
仮
設
住

宅
に
は
家
電
６
点
セ
ッ
ト
と
エ
ア
コ
ン

を 

弾(

時
給
60
円
以
上
の
賃
上
げ
に
１

人
６
万
円
、
最
大
50
人
分)

は
、
２
月

20
日
か
ら
申
請
が
始
ま
り
、
３
月
末

現
在
の
申
請
状
況
は
３
８
６
件
、
３
６

７
６
人
分
、
２
億
２
０
５
６
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
５
人
以
下
の
事
業
者
の

申
請
が
37
％
、
６
～
20
人
以
下
が

31
％
と
な
っ
て
お
り
、
21
～
50
人

以
下
は
17
％
で
す
が
対
象
人
員
で
は

９
５
６
人
で
最
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

て
お
り
、
全
国
的
な
医
療
危
機
打
開
の
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
提
起
し
ま
し
た
。 

 

12
月
末
に
「
県
立
病
院
等
の
経
営
計

画
」（
２
０
２
５
～
２
０
３
０
）
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
医
療
危
機
に
直

面
す
る
中
で
、
経
営
計
画
で
は
６
年
間
で

医
師
の
増
員
が
わ
ず
か
23
人
、
看
護
師

は
１
２
０
人
削
減
と
い
う
リ
ス
ト
ラ
計

画
と
な
っ
た
こ
と
は
問
題
で
す
。
全
国
で

最
も
医
師
が
少
な
い
岩
手
で
医
師
と
看

護
師
を
大
幅
に
増
員
し
て
こ
そ
、
県
民
の

命
と
健
康
を
守
り
地
域
医
療
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
と
提
起
し
ま
し
た
。 

 

大
船
渡
病
院
看
護
科
で
の
超
過
勤
務

の
申
請
を
認
め
な
い
問
題
は
、
大
船
渡
労

働
基
準
監
督
署
か
ら
「
指
導
と
是
正
」
勧

告
が
出
さ
れ
、
最
終
的
に
１
４
７
人
の
看

護
師
に
１
８
６
１
万
円
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
粘
り
強
い
た
た
か

い
と
論
戦
の
成
果
で
す
が
、
医
療
局
長
は

総
看
護
師
長
の
責
任
も
自
ら
の
責
任
も

回
避
す
る
態
度
に
固
執
し
た
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

 

２月県議会で一般質問に立つ斉藤県議(２月２７日) 

●大船渡市大規模林野火災で、木造長屋の仮
設住宅に家電６点セットとエアコンを設
置。みなし仮設住宅にも家電セットを設置 

●国の被災者生活再建支援金の対象となら
ない半壊世帯に２０万円、準半壊世帯に５
万円を県独自に補助 

●綾里漁協の定置網の復旧について、国の補
助率(現行２分の１)を４分の３に引き上
げ。被災した中小企業の復旧にも４分の３
を補助へ。 

●中小企業への物価高騰対策賃上げ支援金
第二弾を実施（１２月補正） 

●県立盛岡みたけ支援学校高等部へのスク
ールバスが実現 

●県立大船渡病院看護科の超過勤務問題で、
１４７人の看護師に不払い分の超過勤務
手当１８６１万円を支給 

●旧盛岡短期大学跡地に福祉・消費生活関連
相談拠点施設の整備に着手 

渕上清大船渡市長に義援金を渡す小池書記局長(３月１６日) 

 

県
立
病
院
の
昨
年
度
の
赤
字
は
10

億
円
余
の
物
価
高
騰
対
策
分
を
補
て

ん
し
て
も
80
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の 

日
本
病
院
会
な
ど
５
団
体
は
１
月
、「
病

院
経
営
は
破
綻
寸
前
、
地
域
医
療
崩
壊

の
危
機
」
と
し
て
政
府
に
緊
急
要
望
し

て 

を
設
置
。
み
な
し
仮
設
住
宅
に
も
家
電

セ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
す
。
被
災
し
た
綾

里
漁
協
の
定
置
網
の
復
旧
に
は
国
の

４
分
の
３
の
特
例
補
助
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

４
月
18
日
に
は
、
被
災
し
た
中
小

企 

  

日 

 
 

 
 

 

企
業
の
復
旧
に
４
分
の
３
補
助
、
綾
里

漁
協
の
大
型
倉
庫
の
復
旧
に
も
４
分

の
３
の
補
助
、
砂
防
・
治
山
事
業
に
20

億
５
千
万
円
な
ど
、
第
二
弾
の
補
正
予

算
（
総
額
34
億
７
千
万
円
）
が
示
さ

れ
ま
し
た
。 
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  【
１
月
】

 

1
日 

元
旦
新
春
宣
伝
（神
部
市
議
・西
部
後
援
会
と
） 

5
日 

盛
岡
市
中
央
卸
売
市
場
初
市
式
、
日
本
共
産
党

２
０
２
５
新
春
の
つ
ど
い 

6
日 

新
春
街
頭
宣
伝 

7
日 

盛
岡
商
工
会
議
所
新
年
交
賀
会 

8
日 

党
愛
知
県
議
団
が
岩
手
県
の「
賃
上
げ
支
援
金
」

の
取
り
組
み
を
調
査
・懇
談 

9
日 

県
議
会
と
県
立
大
学
生
と
の
意
見
交
換
会 

10
日 

建
設
業
協
会
盛
岡
支
部
進
展
交
賀
会 

11
日 

い
わ
て
労
連
・春
闘
共
闘
新
春
旗
開
き
、
大
船
渡

高
校
同
窓
会
盛
岡
支
部
新
年
会 

12
日 

八
日
町
新
春
餅
つ
き 

15
日 

文
教
委
員
会 

16
日 

脱
炭
素
特
別
委
員
会
、
県
政
調
査
会 

17
日 

復
興
特
別
委
員
会 

18
日 

国
労
盛
岡
地
本
旗
開
き 

24
日 

盛
岡
山
車
推
進
会
新
年
会 

25
日 

岩
手
県
党
会
議 

26
日 

い
わ
て
労
連
評
議
員
会
、
こ
ぶ
し
の
会
、
城
東
地

区
９
条
の
会 

28
～
30
日 

脱
炭
素
特
別
委
員
会
全
国
調
査 

【
２
月
】

 

2
日 

庄
子
地
域
後
援
会
新
春
の
つ
ど
い
、
盛
岡
商
工

会
議
所
創
立
百
周
年
記
念
式
典
、
祝
賀
会 

4
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

6
日 

小
池
晃
書
記
局
長
復
興
状
況
調
査
（達
増
知
事
、

被
災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
佐
々
木
陸
前
高
田
市

長
、
伊
東
陸
前
高
田
商
工
会
会
長
） 

8
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

9
日 

雫
石
町
後
援
会
新
春
の
つ
ど
い 

10
日 

達
増
知
事
を
囲
む
県
政
懇
談
会
、
県
政
要
望
を

聞
く
会 

11
日 

建
国
記
念
日
を
考
え
る
つ
ど
い 

14
日 

２
月
定
例
県
議
会
開
会
（～
３
月
25
日
） 

16
日 

第
９
回
わ
た
し
・ま
ち
・フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ岩
手 

17
日 

大
船
渡
病
院
超
過
勤
務
未
払
問
題
調
査
（病
院

長
、
県
医
労
大
船
渡
支
部
、
大
船
渡
労
基
署
） 

20
・
25
～
27
日 

本
会
議
代
表
質
問
、
一
般
質
問 

28
日 

文
教
委
員
会 

【
３
月
】

 

2
日 

大
船
渡
市
大
規
模
林
野
火
災
現
地
調
査〈
三
陸

公
民
館
、
越
喜
来
小
、
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
〉 

4
日 

本
会
議
（補
正
予
算
を
可
決
） 

5
～
18
日 

予
算
特
別
委
員
会
（６
日
に
高
田
県
議
が

総
括
質
疑
） 

8
日 

大
船
渡
林
野
火
災
調
査
（渕
上
市
長
に
義
援
金
４

百
万
円
、
三
陸
公
民
館
、
漁
業
者
と
懇
談
） 

11
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
追
悼
式 

16
日 

小
池
書
記
局
長
が
大
船
渡
市
林
野
火
災
調
査

（渕
上
市
長
に
義
援
金
百
万
円
、
大
船
渡
漁
協
・

綾
里
漁
協
に
各
２
百
万
円
、
福
祉
の
里
） 

19
日 

文
教
委
員
会 

22
日 

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
を
考
え
る
学
習
会
、
市

民
の
会
発
足 

23
日 

県
女
性
後
援
会
総
会 

24
日 

復
興
特
別
委
員
会 

25
日 

最
終
本
会
議
（新
年
度
県
予
算
、
大
規
模
林
野
火

災
に
関
す
る
補
正
予
算
提
案
を
可
決
） 

【
４
月
】

 

5
日 

日
本
共
産
党
演
説
会 

9
日 

県
立
南
昌
み
ら
い
高
等
学
校
開
校
式 

10
日 

宮
城
県
議
団
と
大
船
渡
市
林
野
火
災
調
査
（大

船
渡
市
、
綾
姫
ホ
ー
ル
、
綾
里
漁
協
） 

12
日 

県
弁
護
士
会
憲
法
学
集
会
、
東
新
庄
１
丁
目
町

内
会
総
会 

13
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
14
年
の
つ
ど
い
（山
田
町
） 

15
日 

文
教
委
員
会 

16
日 

脱
炭
素
特
別
委
員
会
、
県
政
調
査
会 

18
日 

議
案
説
明
会
（４
月
28
日
臨
時
県
議
会
） 

19
日 

達
増
知
事
を
囲
む
春
真
っ
盛
り
の
つ
ど
い 

予算特別委員会で質疑に立つ斉藤県議 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ

る
県
内
の
年
間
死
者
数
は
、

22
年
は
４
３
１
人
、
23
年

は
４
１
１
人
、
24
年
は
１

～
10
月
で
４
３
７
人
と
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

23
年
５
月
の
５
類
移
行
後

も
第
９
波
か
ら
第
12
波
ま

で
感
染
拡
大
の
波
が
起
こ

り
、昨
年
12
月
の
第
12
波

で
は
高
齢
者
施
設
で
の
ク

ラ
ス
タ
ー
が
73
件
、
医
療

施
設
で
34
件
発
生
し
最
大

で 

年
間
赤
字
と
な
り
、
昨
年
は

単
年
度
で
１
億
円
の
赤
字

で
し
た
が
、「
生
活
援
助
が

増
加
し
て
お
り
、
赤
字
で
も

休
止
で
き
な
い
」
と
し
て
い

ま
す
。
鳥
取
県
で
は
、
生
活

援
助
が
多
い
地
域
に
対
し

市
町
村
と
共
同
で
支
援
し

て
お
り
、
岩
手
県
と
し
て
も

具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

  

 

で
し
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
は
そ
の

地
域
の
感
染
状
況
を
反
映
す
る
も
の
で

あ
り
、
一
部
の
医
療
機
関
に
よ
る
定
点

観
測
の
デ
ー
タ
と
は
齟
齬
が
出
て
い
る

と
指
摘
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
は
軽
視
で

き
な
い
ば
か
り
か
、
県
民
の
命
を
守
る

取
り
組
み
を
抜
本
的
に
強
化
す
べ
き
と

提
起
し
ま
し
た
。 

訪
問
介
護
報
酬
が
引
き
下
げ
と
な

り
、
昨
年
７
月
以
降
１
月
末
現
在
で
８

事
業
所
が
新
規
開
設
さ
れ
た
も
の
の

12
事
業
所
が
休
廃
止
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
３

年 

   

 

ま
し
た
。「
県
立
高
等
学
校
の
在
り
方

長
期
ビ
ジ
ョ
ン(

最
終
案)

」
で
も
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
斉
藤
県
議
は
「
地

域
と
結
び
つ
き
、
地
域
に
必
要
な
高

校
は
小
規
模
校
で
も
存
続
さ
せ
、
魅

力
化
と
充
実
を
図
る
取
り
組
み
を
さ

ら
に
進
め
る
べ
き
」
と
提
起
。
達
増

知
事
は
知
事
演
述
で
「
市
町
村
と
連

携
し
県
立
高
校
の
魅
力
化
を
推
進
す

る
」
と
述
べ
、
佐
藤
教
育
長
は｢

引
き

続
き
取
り
組
み
の
推
進
が
必
要
と
考

え
て
い
る｣

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
来
保
護
者
の
方
々
と
要
望
し

て
き
た
県
立
盛
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み
た
け
支
援
学
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等
部
へ
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通
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関
連
の
予
算

が
計
上
さ
れ
、
新
年
度
か
ら
実
現
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
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佐藤教育長に通学バスの実現を要請する保
護者の皆さん（２０２４年５月２日） 

 

２
０
２
５
年
度
入
試
で
「
い
わ
て
留

学
」
が
11
校
43
名
の
合
格
者
と
な
り

ま 

案 件 
斉藤 信 
(日本共産党) 

上原康樹 
(希望いわて) 

小西和子 
(希望いわて) 

軽石義則 
(希望いわて) 

髙橋但馬 
(新政会) 

吉田敬子 
(新政会) 

福井誠司 
(自民党) 

鈴木亜希子 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

村上貢一 
(県民クラブ) 

２０２５年度最低賃金引き上げに関する
請願・意見書⇒採択 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 

ゲノム編集食品の表示等を含めた更なる
検討を求める請願・意見書⇒採択 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 

保育施設の職員配置改善加算の措置に関
する要件緩和を求める意見書⇒採択 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 

インボイス制度の廃止等を求める請願・
意見書⇒不採択 

○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × 

 

県産「ひとめぼれ」店頭販売価格（５キロ）は

今年１月で３,３１６円と前年比１.６倍となって

います。米価上昇の要因は、昨年の需要量７０５

万トンに対し生産量が６６１万トンにとどまり、

需要量に対し４４万トンも少ないことにあると強

調。減反をやりすぎて、生産基盤がぎりぎりのと

ころに来てコメ不足が発生したのではないかと指

摘し、今こそコメの増産と備蓄米の拡大に取り組

み、価格保障・所得補償を充実する農政への転換

が必要だと強調しました。２５年産米の作付は、

約１３００haの増となります。 

・５月２１日（水）午後６時～ 

・６月１８日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 

県庁で達増知事(左)と意見交換する小池書記局長ら 

 ２月６日、小池晃書記局長が来県し、東日本大震災

津波から丸１４年を迎えるにあたり、達増拓也知事、

佐々木拓陸前高田市長らと懇談しました。 

達増知事は、被災者の心のケアの問題について「相

談件数がいまだ高止まりだ」と指摘。「新型コロナに物

価高騰が重なるなど、震災直後にはなかったような経

済的困難が出てきている」「国として復興を進めるのは

期限を切らずにやってほしい」と要望しました。 

県教育委員会と矢巾町が共同で

整備するとしていた統合新設校・県

立南昌みらい高校の体育館整備事

業は、昨年９月議会で議決され工事

が発注されました。その直後の 10

月 31 日、矢巾町長が突然「ゼロベ

ースでの検討」を申し入れ、工事は

中断し、工事契約を破棄する異常事

態となりました。 

2022年 12月から県教委と矢巾町

で検討を重ね、昨年 5月 30日に県

教育長と矢巾町長との間で「覚書」

を締結。県議会の議決を経て工事を

着工した段階で、「覚書」を事実上

破棄する矢巾町の対応は許されな

いと指摘し、「覚書」を順守する方

向での解決を求めました。 


